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皮膚筋炎に合併した肺癌の臨床病理学的検討（手術および剖検例から）

齋藤祐二1・尾高 真1・佐藤修二1・秋葉直志1・

山崎洋次2・原田 徹3・河上牧夫3

要旨━━目的．皮膚筋炎の悪性腫瘍合併率は高く，特に肺癌の合併が近年多数報告されている．そこで当院における

皮膚筋炎合併肺癌の手術および剖検例を臨床病理学的に検討した．対象．1997年 1月から 2003年 5月までの肺癌手

術 313例中の皮膚筋炎合併 2例（0.6％）と，1976年から 2003年までに剖検した皮膚筋炎症例 12例中，肺癌を合併し

た 2例（16.7％）．結果．肺癌手術 2例はともに 2003年に経験した．2例ともに男性で年齢は 68歳と 78歳であった．

病理組織所見はそれぞれ，中～低分化型�平上皮癌と中分化型腺癌を認めた．剖検 12例中 6例に悪性腫瘍を合併し，

その 6例中肺癌合併は 2例（33％）で 1995年と 2002年に経験した．2例ともに男性で年齢は 77歳と 65歳であった．

病理組織所見はそれぞれ，大細胞癌と小細胞癌を認めた．結論．皮膚筋炎に合併した肺癌の組織像はすべて異なり一

定の傾向はなかった．全例高齢男性で，近年になり肺癌合併例が多くみられた．今後，高齢男性の皮膚筋炎症例を経験

した場合は，消化器癌以外に肺癌合併にも十分注意し精査する必要がある．（肺癌．2004;44:763-766）
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ABSTRACT ━━ Objective. Recently several cases of malignant tumor, especially lung cancer, associated with der-

matomyositis are reported. Therefore we studied resected and autopsied cases of lung cancer associated with dermato-

myositis in the Jikei University School of Medicine. Methods. We clinicopathologically investigated 2 cases（0.6％）as-

sociated with dermatomyositis in 313 lung cancer patients undergoing lung resection from January 1997 through May

2003. Further, we also clinicopathologically investigated 2 lung cancer cases（16.7％）in 12 autopsied patients associated

with dermatomyositis from 1976 through 2003. Results. Two cases, who were 68 and 78-year-old men, underwent re-

section in 2003. Their histopathological findings revealed moderately to poorly differentiated squamous cell carcinoma

and moderately differentiated adenocarcinoma, respectively. Six cases of 12 autopsied patients with dermatomyositis

were associated with cancer, and 2 cases（33％）of them were associated with lung cancer. They were 77 and 65-year-

old men and were autopsied in 1995 and in 2002 respectively. Their histopathological findings revealed large cell carci-

noma and small cell carcinoma. Conclusion. Four cases with lung cancer had pathological findings, however all of

them were elderly men and they underwent resection or autopsy recently. In elderly male patients with dermatomyosi-

tis, not only cancer of the digestive organs but lung cancer should be considered as a critical frequently associated dis-

ease.（JJLC. 2004;44:763-766）
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Table 1.　Clinicopathological Features of Patients With Lung Resection

Case 2Case 1

7868Age（yrs）

MaleMaleSex

Rt. S3Rt. S10Location of tumor

Lobectomy＋ ND1bLobectomy＋ ND1bOperative procedures

AdSqHistology

T4N0M0T1N0M0pTNM

� B� APathologic stage

Simultaneous13Interval since diagnosis of der-
matomyositis（yrs）

18 mo, alive19 mo, aliveOutcome

PSL 15 mgPSL 6 mgTreatment of dermatomyositis

－IPComplication

Sq: squamous cell carcinoma, Ad: adenocarcinoma, IP: interstitial pneumonia, PSL: 

Prednisolone.

Table 2.　Autopsied Cases of Cancer Associated With Dermatomyositis

Cause of deathYearSite of cancerGenderAge（yrs）Case

MI1976StomachMale771

IP1977OvaryFemale692

IP1980ColonMale443

IP1995LungMale774

IP2001StomachMale735

Metastasis in the liver2002LungMale656

MI: myocardial infarction, IP: interstitial pneumonia.

はじめに

皮膚筋炎の悪性腫瘍合併率は高く，特に肺癌の合併が

最近多数報告されている．そこで当院における皮膚筋炎

合併肺癌の手術および剖検例を臨床病理学的に検討し

た．

対 象

当院における 1997年 1月から 2003年 5月までの約 6

年間の肺癌手術例 313例中に皮膚筋炎を合併した 2例

（0.6％）と，1976年から 2003年までの 27年間に剖検し

た皮膚筋炎症例 12例中，肺癌を合併した 2例を対象とし

た．手術および剖検例における皮膚筋炎合併肺癌の組織

型の傾向，診断時期，性差および合併症について臨床病

理学的所見を中心に検討した．

結 果

肺癌手術例

肺癌手術 2例はともに 2003年に経験した（Table 1）．

症例 1は 68歳男性．皮膚筋炎と診断されてから 13年

後に肺癌と診断した．右肺下葉 S10原発の肺癌で，肺気腫

と間質性肺炎を合併していたため縦隔リンパ節郭清は行

わず右下葉切除＋ND1bを施行した．病理組織所見は

中～低分化型�平上皮癌， pT1N0M0 stage IAであった．

間質性肺炎は 8年前に診断されプレドニゾロン 6 mg内

服を継続していた．

症例 2は 78歳男性．皮膚筋炎と診断された時点で悪性

腫瘍合併の全身精査を行い右肺上葉 S3原発の肺癌と診

断した．78歳と高齢で皮膚筋炎に対しプレドニゾロン 15

mg内服中であり，術後，肺炎や呼吸機能障害が予想され

たため，縦隔リンパ節郭清は行わず右上葉切除＋ND1b

を施行した．病理組織所見は中分化型腺癌（乳頭型），

pT4（pm1）N0M0 stage IIIBであった．

剖検例

皮膚筋炎症例の剖検 12例中 6例（男：女＝5：1）に悪

性腫瘍を合併した（Table 2）．その中で肺癌合併 2例

（33％）の症例 4と症例 6はそれぞれ大細胞癌（低分化な

粘液非産生型）と小細胞癌（燕麦細胞型）であった．2

例ともに男性で，それぞれ 1995年と 2002年に経験した．

直接死因はそれぞれ間質性肺炎と肝転移であった．悪性
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Table 3.　Number of Reported Cases of Cancer Associated 
With Dermatomyositis

Total（%）Female MaleSite or type of cancer

29（ 24.4）821Stomach

23（ 19.3）716Lung

13（ 10.9）76Colon

11（ 9.2）110Breast

10（ 8.4）100Ovary

7（ 5.9）07Esophagus

4（ 3.4）22Malignant lymphoma

2（ 1.7）02Liver

2（ 1.7）20Uterus

18（ 15.1）810Others

119（100）5564Total

Table 4.　Histology of Observed Cases of Lung 
Cancer Associated With Dermatomyositis

Cases Histology

1Small cell carcinoma

1Squamous cell carcinoma

1Adenocarcinoma

1Large cell carcinoma

腫瘍を合併した他の 4例は，胃癌が 2例で，大腸癌，卵

巣癌がそれぞれ 1例であった．直接死因は全 6例中 4例

（67％）が間質性肺炎であった．

考 察

Sterz1が 1916年に初めて皮膚筋炎の胃癌合併症例を

報告して以来，皮膚筋炎の悪性腫瘍合併例が多数報告さ

れており，15～25％とするものが多い．2-4 当院での剖検

例でみた悪性腫瘍の合併例の性別は，男性 5例，女性 1

例と男性の割合が高く，肺癌に限っては全例男性であっ

た．松葉ら5は 1978～1987年の 10年間の日本病理学輯

報より，悪性腫瘍を合併する皮膚筋炎は男性が女性の約

2倍の差があると報告しており，小金平ら6も 3.3倍と男

性が高率であったとしている．当院での剖検例における

悪性腫瘍合併頻度は，12例中 6例の 50％と症例数が少

数のためか高値であったが，金子ら3あるいは夏目ら7 の

剖検例では 30％前後であった．しかし小金平ら6は 50

歳以上の男性例では 58.8％と高齢男性に高率に悪性腫

瘍が合併すると報告しており，自験例と一致している．

悪性腫瘍の発生部位は，自験例を含むわれわれの

1988～2003年までの過去 16年間の本邦報告例 119例の

集計（Table 3）では，胃癌 24.4％，肺癌 19.3％，結腸癌

10.9％の順に多く認められた．しかし，上杉ら8の集計に

よれば肺癌 28％が最も多く，次いで胃癌 22％，乳癌 8％

の順で，自験例と同様に肺癌合併例が最近増加傾向と

なっている．金子ら，3 小金平ら6の統計が，合併する悪性

腫瘍は本邦の悪性腫瘍の好発順位にほぼ一致する，と示

しているように，本邦において肺癌は増加傾向にあるの

で，皮膚筋炎では肺癌の合併が増加していると考えられ

る．

皮膚筋炎を合併した肺癌の組織型別による発生頻度の

報告は少ないが，上杉ら8の国内外の症例集計によると，

小細胞癌が 48％と最多で，次いで�平上皮癌 20％，腺癌

16％の順であり，村上9や謝ら10の検索結果とほぼ同様

であった．しかし，自験の手術および剖検例 4例の肺癌

組織型はすべて異なり，差は認められなかった（Table

4）．

悪性腫瘍と皮膚筋炎の診断時期は，皮膚筋炎先行例が

多く，3,7,11-15 小金平ら6によると 92％の症例で両者の診

断間隔が 1年以内と報告している．また金子ら3も皮膚

筋炎の診断後 1年以内は悪性腫瘍の発生に注意が必要と

している．これまでの報告では小金平ら6の 6年後に診

断された例が最長とされているが，自験例では 13年後と

倍以上の期間が経過している．しかし，これほどの長期

間経過後の悪性腫瘍の発生では皮膚筋炎との関連性の有

無が問題となり，今後のさらなる検討が必要と考えられ

る．

自験剖検例の死因については，6例中 4例（66.7％）が

間質性肺炎で最も多く，他は，心筋梗塞 1例で，癌死は

肺癌の肝転移 1例（16.7％）であった．主病巣の治療によ

る影響も否定できないが，明らかな癌死は少なかった．

しかし，小金平ら6によると 13例中 8例（61.5％）が癌死

であったと報告している．われわれの症例のように皮膚

筋炎と間質性肺炎や肺線維症の合併例は多く，皮膚筋炎

と同様に間質性肺炎にも肺癌が 10～30％と高率に合併

するといわれている．16しかし皮膚筋炎により肺癌を合

併したか，皮膚筋炎に合併した間質性肺炎が原因で肺癌

が発生したかは不明で，さらなる検討が必要である．

悪性腫瘍合併の病因は，細胞性免疫能の低下，悪性腫

瘍に対するアレルギー反応，腫瘍毒性物質産生，など諸

説あるが現時点では推測の域を脱していない．また，血

中筋逸脱酵素（CPK，LDH，GOT，アルドラーゼ）やヘリ

オトロープ疹・Gottron徴候のような皮疹と，悪性腫瘍

合併の相関関係も多数報告されているが一致した見解は

得られていない．一般に悪性腫瘍を合併した皮膚筋炎で

は，ステロイド抵抗性で予後不良といわれており，悪性

腫瘍の切除により 37.7％に皮膚筋炎の症状改善を認め

たとの報告もあるため，14 悪性腫瘍の治療を優先した方

が良いとの見解もある．しかし，稀に増悪する場合もあ

るといわれている．3
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最近では肺癌の合併が増加傾向にあると予想されるた

め，高齢（50歳以上）の男性の皮膚筋炎症例を経験した

場合，消化器癌のみならず肺癌の合併も十分考慮し，精

査する必要があると考えられる．

本論文の要旨は第 44回日本肺癌学会総会（2003年 11月，

東京）で発表した．
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